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教材一覧

▼「古典の扉」では、韻文・物語・
日記・随筆の４ジャンルについ
て、年代バーを活用した、文学史
の解説を新設しました。

▼安元の大火について書かれた、『方丈記』と
公家の日記である『百練抄』とを読み比べ、書
きぶりの違いを話し合います。入試での出題が
増えている、ノートにまとめる形式の課題です。

入試を見据えた読解力を確実に高める安心の教材ラインナ　ップ
第一部では、定番の作品からなじみのある章段を採録

第
一
部

1
説話

博
雅
の
三
位
と
鬼
の
笛 （
十
訓
抄
）

小
野
篁
、広
才
の
こ
と 

（
宇
治
拾
遺
物
語
）

大
江
山 

（
古
今
著
聞
集
） 

2
随筆（一）

徒
然
草
………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
兼
好
法
師

あ
だ
し
野
の
露
消
ゆ
る
時
な
く

悲
田
院
の
堯
蓮
上
人
は

世
に
従
は
ん
人
は

花
は
盛
り
に

参
考 

玉
勝
間  
兼
好
法
師
が
詞
の
あ
げ
つ
ら
ひ（
本
居
宣
長
）

方
丈
記
………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
鴨
長
明

ゆ
く
河
の
流
れ 

安
元
の
大
火 

 

随
筆
と
記
録
―
―
『
百
練
抄
』と
の
読
み
比
べ

日
野
山
の
閑
居

 

古
典
の
扉��

随
筆
が
描
く
世
界

3
物語（一）

竹
取
物
語

か
ぐ
や
姫
の
昇
天

 

古
典
の
扉��

物
語
の
系
譜
①
―
―『
源
氏
物
語
』以
前

伊
勢
物
語

初
冠

月
や
あ
ら
ぬ

小
野
の
雪

つ
ひ
に
ゆ
く
道

大
和
物
語

姨
捨

6
歴史物語

大
鏡雲林

院
の
菩
提
講

花
山
天
皇
の
出
家  

『
栄
花
物
語
』と
の
読
み
比
べ

 

古
典
の
扉��

語
り
継
が
れ
る
歴
史
物
語

弓
争
ひ

三
舟
の
才

9
和歌・連歌・誹諧

和
歌
十
七
首

水
無
瀬
三
吟
百
韻

 

古
典
の
扉��

和
歌
か
ら
連
歌
へ
、連
歌
か
ら
俳
諧
へ 

 

〈
座
の
文
学
〉を
楽
し
も
う

俳
諧
二
十
句

7
日記文学

更
級
日
記
………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
菅
原
孝
標
女

あ
こ
が
れ

源
氏
の
五
十
余
巻 

 

古
典
の
扉��「
日
記
文
学
」作
品
の
性
格

建
礼
門
院
右
京
大
夫
集
………
建
礼
門
院
右
京
大
夫

な
べ
て
世
の
は
か
な
き
こ
と
を

8
軍記物語

平
家
物
語

忠
度
の
都
落
ち

能
登
殿
の
最
期 

 

古
典
の
扉��

平
家
の
光
と
影
を
た
ど
る
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▼各単元末に「古文読解のために」を新設しました。古文読
解のために必要な文法・語句や読解の方略、作品の背景な
どを単元内の教材に即して簡潔に解説しています。バラエ
ティに富んだラインナップです。

入試を見据えた読解力を確実に高める安心の教材ラインナ　ップ
第一部では、定番の作品からなじみのある章段を採録

竹
取
物
語

か
ぐ
や
姫
の
昇
天

 

古
典
の
扉��

物
語
の
系
譜
①
―
―『
源
氏
物
語
』以
前

伊
勢
物
語

初
冠

月
や
あ
ら
ぬ

小
野
の
雪

つ
ひ
に
ゆ
く
道

大
和
物
語

姨
捨

第
一
部

寝
殿
造
の
構
造

住
居
の
描
写 

さ
ま
ざ
ま
な
敬
語

文
法
か
ら
解
釈
へ
─
─
副
助
詞「
だ
に
」「
さ
へ
」

「
キ
サ
キ
」の
名
称

紛
ら
わ
し
い
語
の
識
別「
ぬ
」

仏
教
と
現
世
利
益

文
法
か
ら
解
釈
へ
─
─
敬
語
の
有
無

和
歌
の
修
辞
─
─
序
詞
の
用
法

第
二
部

歌
徳
説
話

文
法
か
ら
解
釈
へ
─
─
助
動
詞「
ら
む
」

長
文
を
接
続
助
詞
で
区
切
る

方
塞
が
り
・
方
違
へ

因
果
応
報

歌
の「
心
」と「
詞
」と「
さ
ま
」

西
鶴
の
文
体

古
典
探
究

枕
草
子
………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
清
少
納
言

す
さ
ま
じ
き
も
の 

古
語
と
現
代
語

中
納
言
参
り
給
ひ
て

雪
の
い
と
高
う
降
り
た
る
を

参
考 

香
炉
峰
下
、新
卜
山
居
、草
堂
初
成
、偶
題
東
壁（
白
居
易
）

4
随筆（二）

源
氏
物
語
………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
紫
式
部

光
源
氏
の
誕
生〔
桐
壺
〕

藤
壺
の
入
内〔
桐
壺
〕

北
山
の
垣
間
見〔
若
紫
〕

 

古
典
の
扉��

垣
間
見
―
―
恋
の
始
ま
り
を
語
る

5
物語（二）
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▼入試にも頻出する『源氏物語』の章段数を増やし、第一部と第二部合
わせて全11本を採録しました。また、作品全体を見渡せるコーナー「光
源氏の物語――長編物語としての魅力」（p.172）、「光源氏亡き後の物
語――第三部より「宇治十帖」を中心に」（p.186）を新設しました。

▼ 入試を見据えて、評論の単元
を設けました。さまざまな時代・
ジャンルの文章を豊富に採録し
ています。

第二部では定番の作品から読み応えのある章段をメインに、
入試を見据えた作品も採録

第
二
部

1
説話

四
の
宮
河
原
地
蔵
の
こ
と （
宇
治
拾
遺
物
語
）

小
大
進
、

北
野
の
神
助
を
被
る
こ
と 

（
古
今
著
聞
集
）

2
随筆

枕
草
子
………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
清
少
納
言

宮
に
初
め
て
参
り
た
る
こ
ろ

 
古
典
の
扉��

中
関
白
家
の
盛
衰

―
―『
枕
草
子
』を
読
む
た
め
に

二
月
つ
ご
も
り
ご
ろ
に

大
納
言
殿
参
り
給
ひ
て

3
物語

源
氏
物
語
………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
紫
式
部

物
の
怪
の
出
現〔
葵
〕

 

能「
葵
上
」

心
づ
く
し
の
秋
風〔
須
磨
〕 

明
石
の
君
の
苦
悩〔
薄
雲
〕 

女
三
の
宮
の
降
嫁〔
若
菜
上
〕 

柏
木
の
垣
間
見〔
若
菜
上
〕 

萩
の
上
露〔
御
法
〕 

浮
舟
と
匂
宮〔
浮
舟
〕 

小
野
の
里
訪
問〔
夢
浮
橋
〕

 

古
典
の
扉��

物
語
の
系
譜
②
―
―『
源
氏
物
語
』以
後

堤
中
納
言
物
語 

虫
め
づ
る
姫
君

参
考 

愛
づ
―
―
虫
愛
づ
る
姫
君（
中
村
桂
子
）

6
評論

古
今
和
歌
集
仮
名
序（
紀
貫
之
）  

や
ま
と
歌
は

俊
頼
髄
脳（
源
俊
頼
）  

沓
冠
折
句
の
歌

無
名
草
子 

清
少
納
言
／
紫
式
部

無
名
抄（
鴨
長
明
）  

深
草
の
里

毎
月
抄（
藤
原
定
家
）  

心
と
詞

正
徹
物
語（
正
徹
）  

一字
の
違
ひ

風
姿
花
伝（
世
阿
弥
）  

下
手
は
上
手
の
手
本 

 

世
阿
弥
の
言
葉

去
来
抄（
向
井
去
来
）  

行
く
春
を
／
岩
鼻
や

難
波
土
産  

虚
実
皮
膜
の
間

源
氏
物
語
玉
の
小
櫛櫛（
本
居
宣
長
）  

も
の
の
あ
は
れ

 

古
典
の
扉��

国
学
の
隆
盛

7
近世の文学

西
鶴
諸
国
ば
な
し
………
…
…
…
…
…
…
…
…
井
原
西
鶴

大
晦
日
は
合
は
ぬ
算
用

 

読
み
比
べ
―
―
太
宰
治「
貧
の
意
地
」

曽
根
崎
心
中
………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
近
松
門
左
衛
門

道
行 

古
典
の
扉��

近
世
の
多
様
な
出
版
文
化 
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▼「うつろひたる菊」と『拾遺和
歌集』『大鏡』を読み比べます。
入試での出題が増えている、ノー
トにまとめる形式の課題です。

第二部では定番の作品から読み応えのある章段をメインに、
入試を見据えた作品も採録

古
典
探
究

蜻
蛉
日
記
………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
藤
原
道
綱
母

う
つ
ろ
ひ
た
る
菊 『

蜻
蛉
日
記
』広
が
る
逸
話

鷹
を
放
つ

和
泉
式
部
日
記
………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
和
泉
式
部

夢
よ
り
も
は
か
な
き
世
の
中
を

紫
式
部
日
記
………
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
…
紫
式
部

秋
の
け
は
ひ

日
本
紀
の
御
局

4
日記文学

大
鏡道真

と
時
平

 

日
本
三
大
怨
霊

最
後
の
除
目

肝
試
し

道
長
と
詮
子

5
歴史物語

巻
頭
資
料

こ
の
教
科
書
で
学
ぶ 

作
品
と
文
学
史

絵
で
た
ど
る 

平
安
貴
族
の
一
生

装
束

資
料
編

ブ
ッ
ク
ガ
イ
ド

古
典
文
法
要
覧 

古
典
文
学
史
年
表

古
文
重
要
語
句

官
制
・
官
職
／
位
階

陰
暦

古
時
刻
／
古
方
位
／
十
干
と
十
二
支

旧
国
名
・
都
道
府
県
名
対
照
図

住
居
・
調
度

京
都
付
近
地
図
／
奈
良
付
近
地
図

平
安
京
条
坊
図
／
内
裏
／
大
内
裏

▼大充実の資料編です。
巻頭に視覚的資料を新設しました。「この教科書で
学ぶ 作品と文学史」では、全ジャンルの文学史を概
観できます。「絵でたどる 平安貴族の一生」では、古
文読解に不可欠な平安貴族の一生を視覚的に理解
できます。


